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《原　著》

悪性黒色腫におけるGa－67と1－1231MPの比較検討

久保　公三＊　伊藤　和夫＊＊　中駄　邦博＊＊　塚本江利子＊＊

古舘　正從＊＊　杉原　平樹＊＊＊　星　　光聡＊＊＊

　要旨　脳血流測定用放射性薬剤として開発された1－1231MPははやくから悪性黒色腫への集積の可能性

が言われていた．一方，悪性黒色腫はGa・67の良く集積する腫瘍として知られていた．そこでわれわれは

両者による検査を14症例に施行し，術前検査の5例（A群），術後のfollow　up検査の9例（B群），の2群

に分けて比較検討を加えた．投与量は1－1231MPが3　mCi，　Ga－67が2　mCiで両者ほぼ同時期に施行した．

その結果，A群では原発巣および転移巣（所属リンパ節）の検出能は1－1231MPがGa－67より優れていた．

B群では1－1231MPで胸部（肺）の病変を指摘しえなかったほかは両者とも良好な結果を示した．また両検

査の併用はより有効であると考えられた．

1．はじめに

　悪性黒色腫は，早期よりリンパ行性あるいは血

行性に転移をきたしやすく，悪性度の高い腫瘍の

一つとして知られている．したがって，治療前に

はその病変範囲を十分に知り，治療後においても

再発，転移に注意して経過をみていく必要がある．

これに対して，これまでガリウムシンチグラフ

ィが一つの方法として行われてきている1”’5）．一・

方，脳血流量測定用放射性薬剤として開発された

N－isopropyl－P－［i231】iodoamphetamin（以下1－123

1MPと略す）は，当初より悪性黒色腫への集積の

可能性が指摘されていた6“’9）．しかし，これまで

のところ，その臨床報告はきわめて少ない10”’12）．

今回，悪性黒色腫患者14例に対し，1－1231MP

およびGa－67　citrate（以下Ga－67と略す）による

シンチグラフィを施行し，両者の臨床的有用性に

ついて比較検討した．

　＊北海道大学医学部放射線科
＊＊　　　同　　　核医学科
＊＊＊　　　　同　　　　形成外科

受付二63年2．月29日
最終稿受付：63年7．月26日

別刷請求先：札幌市北区北15条西7丁目　（eth　060）

　　　　　北海道大学医学部放射線医学講座

　　　　　　　　　　　　　　　久保公三

II．対象および方法

　対象は1987年2月より12月までの11か月間に

北海道大学附属病院放射線部RI部門において検

査を行った悪性黒色腫患者14症例で，このうち，

術前検査が5例（A群，Table　1），術後経過観察が

9例である（B群，Table・2）．また，初診時年齢は

38歳から79歳まで平均61歳で，性別は，男性5

例，女性9例である．原発部位は，四肢9例，眼

窩領域1例，口鼻腔1例，体幹2例，不明1例で

ある．病変の局在の確認は理学的所見，X線CT

を含む各種X線検査，手術，生検，剖検によっ

た．A群では，術後リンパ節転移が確認されたも

のは5例中3例（Case　No．3，4，5）であった．　B

群では，手術時にリンパ節転移が診断されたもの

は9例中3例（Case　No．3，5，6）で，このうちの

2例と手術時にリンパ節転移のなかった1例の計

3例（Case　No．3，6，8）が今回の検査時に再発ある

いは転移と診断され，残りの6例については明ら

かな再発の徴候は認められていない．

　1－1231MPは3mCiを投与量とし，静注5時間

後に15cm／minのスキャン速度で全身像を，500

kcountの条件にて原則として胸部，腹部，骨盤

部のスポット像を撮像し，一部原発巣も追加した．

Ga－67については2mCiを投与量とし，静注48
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Table　l　Preoperative　group

核医学　 25巻12号（1988）

Case　No．　Sex／Age　Primary　sites　Metastasis＊

1　N．H．

2　K．N．

3　S．S．

4　T．Y．＊＊

5　K．H．

M／52　　Lt．　I　finger　　　　（一）

F／68　　　Rt．　eyelid　　　　　　（一）

M／56　　Rt．　HI　finger　sup．　LN

M／59　　trunk　　　　sup．　LN
M／79　　Lt．　I　toe　　　sup．　deep　LN

Abbreviation：Lt．1eft，　Rt．　right，　LN．　lymph　node，

　　　　　　sup．　superficial

＊at　operation

s＊Ga－67　scintigraphy　was　not　performed

または72時間後に12cm／minのスキャン速度で

全身像を，500kcountの条件にて1－1231MPと

同様にスポット像を撮像した．使用装置は1－123

1MPに対しては低エネルギー高分解能平行多孔

型コリメータを装着したGE製Maxi－Camera　400

ACを用い，　Ga－67については中エネルギー用コ

リメータを装着したGE製MaxiCamera　400　AC

またはOhio－Nuclear製Σ　410Sを用いた．なお，

両検査は1週間前後の間隔で施行したが，このう

ちA群の1例（Case　No．4）についてはガリウム

シンチグラフィが施行されなかった．

　病変に対する両薬剤の集積についてはA群と

B群でそれぞれ別々に検討した．A群については，

原発巣，表在リンパ節，および深部リンパ節その

他，の3つの領域に分けて陽性像の有無をそのス

ポット像から評価した．ただし原発巣に関しては

原発部のスポット像を撮像した症例のみについて

検討を加えた（1－1231MPがCase　No．2，3，5，　Ga－

67がCase　No．2，3）．　B群については，大きく，

胸部，腹部，骨盤腔，皮膚の4つの領域に分けて

それぞれの部位での陽性像の有無をスポット像か

ら評価した．

II1．結　　果

　A群では，1－1231MPによるシンチグラフィは，

原発巣が3症例中3例，表在リンパ節が3症例中

2例（Case　No．3，5）に陽性像を示したのに対し，

ガリウムシンチグラフィでは，原発巣が2症例中

0例，表在リンパ節が2症例中1例（Case　No．5）

の陽性像を示したにすぎなかった．表在リンパ節

で陽性像を示した部位は，双方とも鼠径部の1例

（Case　No，5）で，1－1231MPは腋窩部の1例（Case

No．3）も陽性であった．逆に陽性像を示さなかっ

た部位は，腋窩部で1例ずっ（1・1231MPがCase

No．4，　Ga－67がCase　No．3）であった．深部リ

ンパ節については，外腸骨リンパ節転移が1例

（Case　No．5）あったが，ともに陽性像を示さなか

った．原発巣と転移巣を合わせた1－1231MPの陽

性率は5／7病巣（71％），Ga－67では1／5病巣（20％）

であった（Table　3）．

Table　3　Result　in　preoperative　group

Lesion

　Site　　　Number

Primary　site　　　5

Sup．　LN　　　　　3

Deep　LN　　　　1

1・1231MP

3／3

2／3

0／1

Ga－67

「
乙

〔
∠

ー

ノ
ノ
ノ
0
1
0

Tota1 9 5／7（71％）　　　1／5（20％）

Table　2　Postoperative　group

Case　No． Sex／Age Primary　sites Metastasis＊
lntervals＊

（month）

1　K．S．

2　S．0．

3　S．F．

4　T．S．

5　H．Y．

6　S．0．

7　M．K．

8　H．S．

9　S．S．

M／77

F／38

F／77

F／73

F／41

F／64

F／39

F／70

F！57

nasal　cavity

trunk

Rt．　sole

Rt．　III　finger

unknown
Lt．10wer　limb

Lt．　lower　limb

Rt．　sole

Rt．　lower　limb

　　（一）

　　（一）

sup．　deep　LN

　　（一）

sup．　LN

sup．　LN

　　（一）

　　（一）

　　（一）

　7

　8

31

56

　5

　4

　1

108

27

Clinical　sign
of　metastasis＊＊＊

（一）

（一）

（一十一）

（一）

（一）

（十）

（一）

（＋）

（一）

．at　operatiOn　口between　operatiOn　and　examinatiOn　口奉at　examinatiQn
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Table　4　Result　in　postoperative　group
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Lesion

Site Number
1－1231MP　　Ga－67

Chest

Abdomen
Pelvis

Skin

Tota1

ウ
一
2
「
∠
－

7

　0／2　　　　2／2

　2／2　　　　2／2

　2／2　　　　2／2

　1／1　　　　1／1

5／7（71％）　　　7／7（100％）

　B群では，双方とも皮膚，骨盤部，腹部につい

ては同じ部位に陽性像が観察された．しかしなが

ら，胸部では肺，縦隔等に複数の病変が存在した

にもかかわらず，1－1231MPでは陽性像として示

されなかった（Case　No．3，8）．これに対しGa－67

ではこれらの病変に対し強い集積がみられた．

病変数からみた1－1231MPの陽性率は5／7病巣

（71％），Ga－67では7／7病巣（100％）であった

（Table　4）．

以下に代表的な症例を供覧する．

　症例156歳　男性（Group　A，　case　No．3）

　10年前より右第3指爪基部に黒線が出現し次第

に腫脹して潰瘍を形成した．1－1231MPシンチグ

ラムでは原発巣と右腋窩部に淡い集積像を認める

のに対し（Fig．1），ガリウムシンチグラムではど

ちらにも明らかな陽性像を示さない（Fig．2）．そ

の後腫瘍摘除術およびリンパ節廓清が行われ，悪

性黒色腫とそのリンパ節転移が確認された．

A

→

B

R

↓

・
遥
鳶
藩
　

も

、

多

駕⊇

［

Fig．1　1－1231MP　scintigram　of　case　No．3in　group　A．

　　　Anterior　scan（A）shows　abnormal　uptake　in　the　right　axillary　region　representing

　　　lymph　node　metastases（arrow）．　Abnormal　uptake　is　noted　in　the　right　III　finger

　　　of　the　primary　lesion（B，　arrow）．

Fig．2　Ga－67　scintigram　of　the　same　patient　in　Fig．1．

　　　AntCrior　scans（A，　B）do　not　demonstrate　both　primarγlesiQn　and　mCtastaseS．

Presented by Medical*Online



1332

籔
騒

　
　
　
　
　握

　
　・
鴻

　
由
民

A

、
☆・

核医学　 25巻12号（1988）

tSB

鍵
Fig．3　1－1231MP　scintigram　of　case　No．3in　group　B．

（

褒

一…鷺

Anterior　scan　of　the　chest（A）shows　normal　lung　image　and　does　not　demonstrate

abnormal　uptake　suggestive　of　the　metastatic　tumor．　Another　anterior　scans（B，　C）

show　multiple　areas　of　increased　uptake　representing　metastases　in　the　abdomen

（B，small　arrow），　pelvis（B，1arge　arrow），　and　skin（C，　arrow）．　Arrow　heads　on

photo　B　indicate　the　normal　activity　in　the　bladder．

A

講

憲→
欝、

B

ご
ニ

驚
㌻
礪
運
懸／

』“屠・〆
　♪へ　　　’

＼

Fig．4　Ga－67　scintigram　of　the　same　patient　in　Fig．3．

　　　Anterior　scan　of　the　chest（A）shows　abnormal　uptake　in　the　both　lung　fields

　　　representing　metastases（arrow）．　The　scans　of　the　abdominal　and　the　pelvic

　　　regions　reveal　the　same　metastases　visualized　by　1・1231MP　scintigraphy　in　Fig．3B

　　　and　3C（B，　C，　arrow）．

症例277歳　女性（Group　B，　case　No．3）

　4年前に右踵部の黒色腫を切除したが良性とい

われ放置したところ，1年で再発し再度切除術を

受け悪性黒色腫と診断された．その後，皮膚，骨

盤腔内，腹腔内，肺等へ多発性の転移を生じた．

1・1231MPシンチグラム（Fig．3）およびガリウム

シンチグラム（Fig．4）を示す．大腿内側の皮膚，

骨盤腔内，腹腔内への異常集積像は両者ともほぼ

一致した分布を示すが，胸部の多発する病変は

1・1231MPシンチグラフィでは指摘しえない．

IV．考　　察

　腫瘍シンチグラフィとしてのガリウムシンチグ

ラフィは，1969年のEdwardsら13）の報告以来現

在までその地位を不動のものとした感がある．中

でも悪性黒色腫は，ポジキン病，原発性肝癌，急

性白血病等とならんでガリウムシンチグラフィの

適応上明らかに有用である群の一つに数えられて

いる14）．しかもそれはシンチスキャナによる成績

に基づいた評価であり，現在のシンチカメラによ
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る結果はさらに良好なものとなっている4）．しか

し，Ga－67は，種々の腫瘍のみならず炎症性病変

へもその高い集積を示し，悪性黒色腫へ特異的に

集積するものではない．これに対して1－1231MP

は，その開発当初よりサルなどの実験動物の眼球

への集積が認められており，メラニン合成との関

連が示唆されていた7・8）．そして，悪性黒色腫の特

異的な検出用放射性薬剤として期待されていた9｝．

今同のわれわれの結果では，A群術前検査の5例

ではGa－67と比べ1－1231MPは原発巣およびリ

ンパ節転移の検出に優れていることが認められた．

しかし，腋窩リンパ節転移の1例と外腸骨リンパ

節転移の1例については1－1231MPでも指摘で

きなかったが，これは病変の大きさのみならず，

深さによっても検出能が制限されるためと考えら

れる．術前検査としてのガリウムシンチグラフィ

は，所属リンパ節転移の検出能について触診のほ

うが優れていたという報告15）や，触知しない所属

リンパ節でも1／3に組織学的に転移がみられる16）

などの点から，その有用性はかなり限られたもの

といわれている5）が，この点で1－1231MPは術前

検査についていえばGa－67より有用と考えられる．

　一一一．一方，B群術後経過観察の9例では，1－1231MP

は2例の肺転移を指摘できなかった．これは1－123

1MPの肺への強い生理的集積のため，たとえ肺

病変に集積があっても有効なコントラストがつか

ず陽性像として認められないためで，これと同様

のことが肝転移や脳転移でも起こりうると考えら

れる9）．ただし，肺転移については腫瘍と正常肺

組織との1－1231MPのクリアランスが異なれば，

delayed　scanを行うことで描出可能であるという

報告もあり12），この点については今後さらに検討

を加える余地があるものと考えられる．これに対

して，Ga－67の場合，腸管への排泄像により，し

ばしば正常か異常かの判別に苦しむことがあり，

腹部に関しては1－1231MPが有用と考えられる．

　悪性黒色腫の転移経路としては，リンパ行性と

血行性の2経路があるとされ，その比率は3：1と

いわれている17）．リンパ節以外の臓器転移として

多いものは，肺，肝，腎，消化管，骨，皮膚およ

1333

び脳があげられるが，このうち肺，肝，脳に強い

生理的集積を示す1－1231MPは，遠隔転移の明ら

かな症例のみならず，たとえ原発巣が完全にコン

トロールされていても遠隔転移で再発する可能性

のある経過観察例などでは検査として不完全であ

り，したがって，このような症例については，ガ

リウムシンチグラフィに検査の優先権をゆずらざ

るをえないであろう．

　今同の結果で，A群とB群とで1－1231MPと

Ga－67との間に大きな差が生じたのは，主として

腫瘍サイズが要因と考えられる．B群ではGa－67

が良好な結果を示したが，2例はX線CTなどに

ても明らかに認められる大きな多発転移を示して

おり，もう1例は皮下の浅い大きな病巣であった．

これに対し，A群でGa－67が陽性所見を示さな

かった2例の原発巣は，ともに指端部の小さなも

のであり，リンパ節も腋窩および外腸骨リンパ節

の2例は陰性であり，陽性像はわずかに1例，鼠

径部の大きなリンパ節転移のみであった．この点，

メラニンと非特異的結合を示すとされる1－123

1MP9）は，　Ga－67と比べ悪性黒色腫に対する感受

性が高く，より小さな病変でも陽性像を示したも

のと考えられる．

　次に，1－123rMPの悪性黒色腫への集積の特異

性についてであるが，当科における検査症例の中

に，皮膚原発の扁平上皮癌へ1－1231MPの著明な

集積を認めた例や，手術後早期の創部に集積を認

めた例もあり，まだ症例は少ないものの，悪性黒

色腫以外の腫瘍や炎症性病変への集積が確認され，

1－1231MPによる質的診断には限界があるものと

予想される．現在，悪性黒色腫に対して特異的な

集積を示す放射性薬剤としてはモノクローナル抗

体を用いた方法11・18’v21）や，メラニン合成の偽前

駆物質を用いた方法22“’24）などが各施設で検討さ

れており，いずれはこういった薬剤によるシンチ

グラフィが主流となるものと期待されるが，現時

点ではまだ一般的ではない．

　今回のわれわれの結果からは，入手のしやすさ

や互いの欠点を補い合うという点で，両者を施行

することがより有効と考えられた．なかでも，
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1－1231MPは1日で検査を終えることができ，か

っGa－67より画質が良いという利点もそなえてい

る．しかし，コストや被曝の問題を考慮すると，

現実的には術前検査には1－1231MPを，術後経過

観察にはGa－67を第一検査として，さらに必要に

応じてもう一方を追加施行するのが妥当と考えら

れる．

V．結　　語

　悪性黒色腫14例に対して1－1231MP，　Ga－67に

よるシンチグラフィを施行し，術前検査群と術後

経過観察群に分けて結果を検討した．

　1）術前検査において，原発巣および所属リン

パ節転移の検出に関しては，ガリウムシンチグラ

フィより1－1231MPによるシンチグラフィが優れ

ている．

　2）肺転移症例では，1－1231MPはその強い

生理的集積のため評価困難であったのに対し，

Ga－67は良好な集積を示し，肺など遠隔転移の予

想される症例にはGa－67が有用と考えられる．

　3）今回の結果から術前検査には1－1231MPを，

明らかな遠隔転移症例や術後経過観察にはGa－67

によるシンチグラフィを第一検査として行い，必

要に応じて両者を施行するのが妥当と考えられる．
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Summary

The　Comparative　Study　with　Ga－67　and　1－123　IMP　in　Malignant　Melanoma

Kouzou　KuBo＊，　Kazuo　IToH＊＊，　Kunihiro　NAKADA＊＊，　Eriko　TsuKAMoTo＊＊，

　　Masayori　FuRuDATE＊＊，　Hiraki　SuGIHARA＊＊＊and　Mitsusato　Hosm＊＊＊

＊Depa〃〃ient　of　Radio～ρ溜γ，＊＊Depa〃〃ient　of　N〃c／ear　MediCJ：〃e，

　　　　　　　　　　＊＊＊1）epartme〃ρ∫P～bs〃ぐ5〃rgery，

　　　　　　　　Hokkaido｛ノniヅersity∫‘’hool　of　Medi（ゾ〃θ

　　N－isopropyl－p－【1231】iodoamphetamine　（1－123

1MP）is　a　radiopharmaceutical　for　brain　blood

perfusion　imaging　and　also　has　potential　as　a

melanoma　seeker．　On　the　other　hand，　the　utility

of　Ga－67　citrate　imaging　for　the　detection　of　mela－

noma　has　been　well　documented．

　　Both　I－1231MP　and　Ga－67　scintigraphies　were

performed　in　14　cases　with　melanoma　in　order　to

compare　their　clinical　utility　in　the　same　patient．

To　assess　the　results　of　this　study，　we　attemped　to

divide　the　patients　into　two　groups：five　preopera－

tive　patients　（Group　A）and　nine　postoperative

patients（Group　B）．

　　The　results　were　as　follows：

　　1．1－1231MP　scan　is　more　effective　than　that

of　Ga－67　fOr　demonstrating　both　primary　site　and

lymph　node　metastases　in　a　preoperative　group．

　　2．1－1231MP　scan　did　not　detected　lung　me－

tastases　in　postoperative　patients　fbr　its　normal

activity　in　the　lung，　but　Ga－67　scan　demonstrated

abnormal　uptake　in　the　lung　suggestive　of　metas－

tases　in　the　same　patient．1－1231MP　and　Ga－67

were　well　accumulated　in　the　other　lesions　except

the　lung．

　　3．　It　is　useful　to　perform　both　methods　fbr　the

detection　of　melanoma．

　　Key　words：1－1231MP，　Gallium－67　citrate，

Melanoma．
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